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今
夏
は
西
日
本
豪
雨
や
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど

災
害
が
続
き
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
や
ご
家
族
の
ご

無
事
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
８
月
18
日
、
担
当
８
の
会
、｢

８｣

が

印
象
的
な
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
（
以
下
：
Ｈ
Ｃ
Ｄ
）

で
し
た
。
ま
ず
過
去
例
と
「
創
立
１
０
０
周
年
ま
で
２

年
」・「
平
成
最
後
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
携
え
、
２
月
の

実
行
委
員
会
に
臨
み
ま
し
た
。
48
回
か
ら
88
回
迄
の
実

行
委
員
と
同
窓
会
役
員
が
集
結
、
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
し

た
が
、
不
安
は
す
ぐ
に
一
掃
さ
れ
多
く
の
企
画
が
出
揃

い
ま
し
た
。
40
歳
も
の
年
齢
差
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
が
世

代
間
ギ
ャ
ッ
プ
を
超
え
た
興
味
深
い
テ
ー
マ
を
あ
げ
、

講
師
候
補
も
多
岐
に
亘
り
、
選
別
に
苦
労
し
た
程
で

す
。
結
果
今
年
の
骨
格
は
初
回
で
大
半
が
固
ま
り
ま
し

た
。
改
め
て
土
佐
の
同
窓
生
の
豊
富
な
人
材
を
再
認
識

し
、
世
代
が
離
れ
て
い
て
も
自
由
闊
達
な
意
見
交
流
が

出
来
る
校
風
に
感
動
し
た
次
第
で
す
。
以
降
開
催
当
日

迄
、
講
師
や
イ
ベ
ン
ト
を
お
引
受
頂
い
た
方
々
、
当
日

ス
タ
ッ
フ
、
全
参
加
者
の
皆
様
の
力
で
実
行
委
員
会
の

描
い
た
Ｈ
Ｃ
Ｄ
を
正
に
実
現
頂
き
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｃ
Ｄ
終
了
後
、
諸
先
輩
、
同
窓
の
皆
様
よ
り
「
良

か
っ
た
」「
多
彩
だ
っ
た
」
等
有
難
い
労
い
の
言
葉
を

頂
く
中
、「
８
は
末
広
が
り
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳

に
し
ま
し
た
。「
８
の
意
味
」
の
代
表
格
「
８
は
末
広

が
り
」
を
裾
野
の
広
が
り
に
、｢

８
は
無
限
大｣

を
益
々

の
発
展
に
重
ね
、
土
佐
高
校
同
窓
会
の
未
来
の
可
能
性

に
思
い
を
致
す
と
共
に
、
平
成
後
も
創
立
１
０
０
年
後

も
末
永
く
Ｈ
Ｃ
Ｄ
の
成
功
を
確
信
致
し
ま
す
。

　

最
後
に「
冠
す
る
土
佐
を
誇
り
に
思
え
る
イ
ベ
ン
ト
」

に
関
わ
る
こ
と
が
出
来
た
事
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
ご

協
力
頂
い
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
８
」に「
土
佐
」の

　
　

 

未
来
を
重
ね
て

　
　
「　

の
会
」
実
行
委
員
長

森
光 

康
（
48
回
生
）

2018ホームカミングデーを企画運営した「８の会」のみなさん（懇親会にて）

2018 ホーム カミング デー2018 ホーム カミング デー2018 ホーム カミング デー 日時／平成30年8月18日（土）12:00〜
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筆山ホール講演会
RYOMAがゆく

講 演 会

会場を沸かせた破天荒な谷本氏の講演内容を紹介します。

＝龍馬さんから智恵と工夫、絶対諦めないという粘りを学ぶ＝
坂本龍馬は大洲藩から、いろは丸を借り受け初航海に臨むも紀州藩の明光丸と衝突、沈没さ
せてしまう。しかし龍馬は当時、国内では知られていない万国公法という国際ルールを持ち
出し、紀州藩から積み荷の鉄砲や金塊等の賠償金8万両(30億円)を勝
ち取った。ただし近年の調査では積み荷に高価な物はなかったそうな。
龍馬は知恵を絞り、はったりでピンチを乗り切ったのである。あっぱれ。

＝４つの信条＝
１．やると決めたら最後までやる
２．欲しいと思ったら、手に入れるまで粘る
３．もっと良い案を思いついたら、コロッと切り替える
４．最後の最後まで努力し、それでも行き詰まったら、龍馬さんに聞く

★中学2年で日高村治水トンネル工事のアルバイト。体が小さく肉体労働が無理な為、頼み込んで、
なんと2tトラックの運転手となる。もちろん公道は運転してないが、運転は得意だった。

★高校3年の時には、教習所に行かずに我流で運転免許を取得。同級生にもそのノウハウを伝授し、
彼らも教習所に行かずに免許を取得。

★大学受験の際の担任の永野先生のアドバイスは「どうせ浪人しても勉強なんぞせんじゃろう。入れ
るところに入りや」

★東海大学工学部に進学
　同級生に覇気はなく、ここで一番になっても意味がないと、在学中に起業を決意した。
★大学1年：先のトラック運転の経験もあり、BMWの船降ろしのバイトを始める。その際、バイト

先に効率的に学生を派遣。2割のマージンを得る事を思いつく。
★大学2年： 学研教材の販売に携わる。延べ300軒を訪問したが断られ続け、最後の1軒でやっと契

約にこぎつけた。その後500人中1位の売上となり、学研の会長から「卒業したら無試験で入社してくれ」と誘われる。
★大学３年：28歳と偽って、自ら大学生にセールスの特訓をし、学生を使った教材販売の独立店舗を起業する。
★大学４年：累計売上1億円を達成。1年落ちの中古ソアラを業者から購入。前所有者はなんと原辰徳さんだった。
★卒業時、資本金1000万円で会社を設立。
★2000年に「世界一飛ぶクラブを作るため」新会社（リョーマゴルフ）を設立。

テレビ番組のゲスト出演の
オファーをしぶしぶ受ける

プロ野球オールスターにも広告
野球なのにゴルフの広告？

2作目、D-1 MAXIMAを発売 本音しか言わないたけしさんを
イメージキャラクターに

羽田空港の
ビジネスラウンジなどに広告

首都高速環状線に大量
の大型看板を出す

土佐町太陽光発電は１石３丁。
高さを2mにし、下で「万次郎カ
ボチャ」を栽培。農業会社を作っ
て加工しkg当たりの価格が10
倍に。地産外商

初めてのアイアンの発売が10
月に決定。新たなイメージキャラ
クターを採用し、8月28日には
新製品の発表会を行う予定

「あと10ヤード飛べば、10万円
出しても買う」との言葉に、「世界
一飛ぶゴルフクラブ」を目指して
基礎研究に７年間！

最初は「素振り練習器」を開発したが
ゴルフショップには仕入れてもらえ
ず。店頭にないのに広告を大量に
出し、自ら店に「いつ入荷しますか」
と電話しまくる日々

長野県とナノテクチタン素材を共
同開発。自ら100ページもの提
案書を書き、審査方法も入念に調
べ、国のナショナルプロジェクトに
応募して3億の補助金をゲット

自己資金2億を使い借金もある
中、500本を製作。返品があっ
たらデモクラブにすれば良いと
腹をくくる。大量に広告を出し全
国のゴルフショップに「いつ入荷
しますか」と電話しまくる日々

江戸幕府に「ふるさと納税の『ふ』の字も言うな」と言われ、「日
高村龍馬チャレンジ」を考案実施。返礼品にはリョーマのゴルフ
クラブを採用し、日高村に1年半で３億もの基金創出

株式会社リョーマゴルフ代表取締役
谷本 俊雄 氏（58回生）

「拡大したスライドはホームページで見ることが出来ます」

〈編集協力：筒井康賢氏・41回生〉

歌とピアノでいざなう
　　　クラシックの世界

東京藝大の魅力にまるっとふわっと包まれて、深
く透きとおった伸びのある歌声に魅了され、窓の
向こうにイタリアのオレンジ
屋根の情景が広がりました。
チャオ！

激動！
新宇宙ビジネス！

宇宙ビジネスは日進月歩！この子たちの
新婚旅行は、まさしく『Honey Moon

（ 　）』。ロマンチックですねぇ～～

どうしてこれが放送禁止？

知られざる大人の事情がひしめくCM業界の表
層の読み、深層の読み、という二段階で読み解
く面白さ（あれ？どこかで聞いたような…）を
体感しました。

あの頃を思い出して、自然と背筋が伸びる西
峯先生の授業。ダンディさは相変わらず、重
厚を増した佇まい、歴史の授業のむこうに先
生と私たちの時を重ねて…

土 操佐 体校 Ｕターン相談会

歴史雑感

特 別 業授

川﨑 仁哉 先生（74回生）

横田 準也 氏（68回生）

上久保 沙耶 氏（89回生）

西峯 隆博 先生

小松 聖児 氏（78回生）

今年は川﨑仁哉先生（74回生）と
88回生が音頭を！
身体を反るところでは、お決まりの

「ウオー」が会場内に響きました（笑）
これを聞くと運動会開会式での全校
体操が蘇ります。 88回生と共に
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懇 親 会

来年のホームカミングデー　2019年8月17日（土）開催予定
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◎
同
窓
会
総
会
開
催

　

48
回
生
の
森
光
康
さ
ん
を
委
員
長
と

す
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
行
委
員

会
「
８
の
会
」
の
企
画
・
運
営
に
よ
る
、

２
０
１
８
年
度
同
窓
会
総
会
を
８
月
18
日

に
母
校
を
お
借
り
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

校
舎
６
階
の
筆
山
ホ
ー
ル
で
は
、
58
回

生
で
リ
ョ
ー
マ
ゴ
ル
フ
社
長
の
谷
本
俊
雄

さ
ん
に
よ
る
「RY

O
M

A

が
ゆ
く
」
と

題
す
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
谷
本

さ
ん
は
、
東
海
大
学
工
学
部
在
籍
中
に
書

籍
販
売
を
起
業
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
経
験
が

な
く
、
ゴ
ル
フ
業
界
の
知
識
も
な
い
中
で

２
０
０
０
年
に
リ
ョ
ー
マ
ゴ
ル
フ
を
設

立
、
既
成
概
念
を
覆
す
構
造
ゴ
ル
フ
ヘ
ッ

ド
や
ナ
ノ
テ
ク
新
素
材
を
開
発
、
長
年
に

わ
た
り
、
奇
想
天
外
な
発
想
に
よ
る
「
飛

ん
で
曲
が
ら
な
い
ク
ラ
ブ
」
の
開
発
と
独

創
的
な
広
告
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
考
案
に

精
魂
を
傾
け
て
お
ら
れ
、
誰
も
知
ら
な
い

メ
ー
カ
ー
か
ら
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る

メ
ー
カ
ー
へ
と
成
長
す
る
ま
で
の
数
々
の

荒
波
を
乗
り
越
え
て
き
た
ス
ト
ー
リ
ー
を

語
っ
て
い
た
だ
き
、
大
変
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。

　

実
行
委
員
会
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
る
盛
り

沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
同
窓
生
な

ら
び
に
ご
家
族
の
み
な
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し

た
。
新
阪
急
ホ
テ
ル
に
場
を
変
え
た
懇
親

会
は
、
２
百
数
十
人
の
参
加
者
が
先
輩
・

後
輩
の
交
流
を
通
じ
て
堅
い
絆
を
確
め
合

い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

◎
支
部
総
会
に
出
席

　

今
年
度
も
各
支
部
と
の
連
携
を
深
め
る

た
め
、
次
の
と
お
り
全
７
支
部
の
総
会
に

出
席
し
ま
し
た
。
括
弧
は
出
席
者
で
す
。

２
０
１
７
年
９
月
16
日
徳
島
支
部（
西
山
・

千
頭
）、11
月
４
日
北
海
道
支
部
（
北
村
）、

12
月
２
日
広
島
支
部
（
斉
藤
・
千
頭
）、

２
０
１
８
年
４
月
14
日
関
西
支
部（
岡
内
・

西
山
・
千
頭
）、
５
月
12
日
東
海
支
部
（
北

村
・
千
頭
）、
６
月
２
日
関
東
支
部
（
北

村
・
島
﨑
・
千
頭
）、
７
月
７
日
香
川
支

部
は
大
雨
の
た
め
出
席
が
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

◎
母
校
創
立
１
０
０
周
年

　

２
年
後
の
２
０
２
０
年
に
迎
え
る
母
校

創
立
１
０
０
周
年
に
は
、
会
員
２
万
人
を

超
え
る
同
窓
会
と
し
て
、
是
非
と
も
総
動

員
で
、
こ
の
記
念
す
べ
き
慶
事
を
盛
り
上

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
層
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

本
部
活
動
報
告

会
長　

岡
内　
紀
雄
（
34
回
生
）

■2017年度物故者名簿（平成29.8.1～平成30.7.31）（敬称略）
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岡
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岡
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小
澤
　
靖
幸

梅
原
　
洋
一

三
谷
　
湞
一

藤
平
　
尚
士

山
﨑
　
巖
郎

吉
田
　
和
仁

土
居
　
泰
夫

北
岡
　
顕
史

大
町
　
玄

岡
山
　
洋

安
岡
　
正

津
野
健
太
郎

片
岡
　
真
人

佐
川
　
明

井
上
　
巽

杉
村
　
武
秀

吉
村
　
弘
美

新
階
　
節

49
Ｔ

37
Ｔ

44
Ｔ

22 46
Ｈ

32
Ｔ

43
Ｈ

37
Ｔ

29
Ｏ

35
Ｈ

34
Ｏ

66
Ｏ

40
Ｈ

32
Ｓ

76
Ｓ

30
Ｈ

46
Ｔ

34
Ｏ

34
Ｋ

49
Ｋ

24 29
Ｈ

28
Ｍ

27 44
Ｔ

30
Ｓ

33
Ｏ

30
Ｈ

34
Ｋ

37
Ｔ

26 28
Ｎ

28
Ｋ

46
Ｏ

32
Ｏ

36
Ｓ

30
Ｏ

44
Ｏ

36
Ｋ

25 48
Ｔ

32
Ｓ

29
Ｈ

30
Ｏ

42
Ｈ

2018年度
「同窓会運営協力金」のお願い

2018年度
「同窓会運営協力金」のお願い
○協 力 金　会員１人　１年間　２，０００円
○対　　象　高知県に在住の会員と７支部に属さない会員
○集金方法　郵便振替・コンビニ振込・銀行振込（四国銀行・
　　　　　　高知銀行）
○会報誌「向陽」及び「総会案内」に振込用紙同封
　詳細は該当会員に別紙にて説明しています。
　何卒、同窓会運営にご理解・ご協力をお願い致します。

土佐中・高等学校同窓会　　
会　長　岡内 紀雄（34 回生）

◆向陽Ａ４サイズに！
　代表役員会 （学年代表幹事の会） において、
　今号からＡ４サイズにすることが決定されました。

◆シリーズ 「我ら土佐」 が始まりました！
　ユニークな活動や仕事をされている同窓生を
　紹介するコーナーが誕生。
　是非、 同窓会本部にご紹介ください。
　第１回目は、ＮＨＫでも取り上げられた
　美馬勇作氏 （65 回生） です。

編 集 部 だ よ り

会
員
情
報
の
変
更
は

　
　
　
　
こ
ち
ら
か
ら
→
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我
ら、  

土
佐

　

こ
の
度
、
私
が
土
佐
校
在
学
中
か
ら
敬

愛
し
、
ご
厚
誼
を
い
た
だ
い
た
大
女
優
、

山
田
五
十
鈴
先
生
の
全
舞
台
を
ま
と
め
た

写
真
集
『
女
優 

山
田
五
十
鈴
』
を
先
生

の
七
回
忌
追
悼
と
し
て
自
費
出
版
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

出
会
い

　

山
田
先
生
と
の
出
会
い
は
ま
だ
窪
川
小

学
校
に
通
っ
て
い
る
10
歳
の
こ
ろ
、
テ
レ

ビ
時
代
劇
の
『
必
殺
シ
リ
ー
ズ
』
が
キ
ッ

カ
ケ
で
し
た
が
、
土
佐
中
進
学
を
機
に
親

元
を
離
れ
市
内
に
下
宿
し
た
私
は
、
遥
か

遠
い
東
京
の
舞
台
へ
と
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ

な
が
ら
、
先
生
の
出
演
し
た
映
画
や
舞
台

の
原
作
を
読
む
な
ど
し
て
無
聊
を
託
っ
て

お
り
ま
し
た
。
や
が
て
中
三
の
時
、
便
箋

13
枚
に
及
ぶ
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
を
送
っ
た
と

こ
ろ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
か
ら
お
返
事

が
あ
り
「
も
し
東
京
へ
来
ら
れ
る
事
が
あ

れ
ば
切
符
を
お
取
り
し
ま
す
の
で
ご
連
絡

下
さ
い
」
と
あ
っ
た
か
ら
堪
り
ま
せ
ん
。

山
田
先
生
は
当
時
す
で
に
69
歳
。
い
つ
ま

で
お
元
気
で
主
役
を
張
ら
れ
る
か
分
か
ら

ず
、「
大
人
に
な
っ
て
か
ら
じ
ゃ
遅
い
。

い
ま
観
ち
ょ
か
ん
と
！
」
と
思
い
詰
め
た

高
一
の
春
、
東
京
行
き
を
願
い
出
る
と
父

は
黙
っ
て
小
遣
い
を
渡
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

そ
こ
か
ら
の
私
の
青
春
は
山
田
五
十
鈴

先
生
を
は
じ
め
杉
村
春
子
先
生
、
中
村
歌

右
衛
門
丈
と
い
う
三
人
の
名
優
の
も
と
へ

通
い
詰
め
る
日
々
で
、
休
み
時
間
に
は
声

色
を
使
っ
て
舞
台
の
名
場
面
を
演
じ
て
み

せ
、
放
課
後
に
は
同
級
生
を
つ
か
ま
え
て

山
田
先
生
の
当
た
り
役
「
五
十
鈴
十
種
」

の
演
目
を
諳
誦
さ
せ
る
と
い
う
、
進
学
校

の
生
徒
に
は
あ
る
ま
じ
き
放
蕩
ぶ
り
で
、

成
績
は
下
降
の
一
途
を
辿
り
ま
し
た
が
、

本
校
の
美
風
で
あ
る
「
異
端
の
個
性
を
排

除
し
な
い
寛
容
さ
」
の
お
陰
で
、
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

卒
業
時
の
サ
イ
ン
帳
の
「
土
佐
へ
入
っ

て
良
か
っ
た
こ
と
」
と
い
う
設
問
に
「
美

馬
と
出
会
っ
て
五
十
鈴
十
種
を
覚
え
た
こ

と
」
と
書
い
て
く
れ
た
Ｔ
君
は
私
と
は
正

反
対
の
優
等
生
で
、
見
事
自
治
医
大
に
現

役
で
合
格
、
医
師
の
道
へ
進
み
ま
し
た
。

ま
た
女
子
の
Ｉ
さ
ん
は
早
稲
田
へ
進
学
後

に
初
め
て
本
物
の
杉
村
春
子
先
生
の
舞
台

を
観
て
「
美
馬
に
そ
っ
く
り
！
」
と
観
劇

中
ず
っ
と
笑
い
を
堪
え
る
の
に
必
死
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
更
に
は
、
テ
ス
ト
の
表
面

が
赤
点
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裏
面
に

描
い
た
山
田
先
生
の
似
顔
絵
に
三
重
丸
を

下
さ
っ
た
、粋
な
先
生
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

先
年
、山
田
先
生
が
亡
く
な
っ
た
時
に
は
、

日
頃
ご
無
沙
汰
し
て
い
る
多
く
の
同
級
生

が「
真
っ
先
に
美
馬
の
こ
と
思
い
出
し
た
」

「
大
丈
夫
か
え
？
」
と
連
絡
を
く
れ
ま
し

た
。
全
国
の
学
校
の
中
で
私
の
同
級
生
の

山
田
五
十
鈴
偏
差
値
？
は
日
本
一
だ
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

呉
服
の
世
界
へ

　

天
賦
の
才
を
あ
ら
ぬ
方
向
へ
発
揮
し
過

ぎ
た
た
め
、
高
校
を
一
年
余
分
に
か
か
っ

て
卒
業
し
、
二
年
間
は
東
京
で
芝
居
の
世

界
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
り
ま
し
た
が
、
自
分

で
六
代
目
と
な
る
旅
館
業
を
継
ぐ
た
め
に

帰
高
。
窪
川
へ
腰
を
落
ち
つ
け
て
は
み
た

も
の
の
、
昨
日
ま
で
の
華
や
か
な
世
界
に

引
き
比
べ
、
退
屈
な
田
舎
暮
ら
し
に
悶
々

と
し
て
い
た
矢
先
、
高
知
の
名
店
・
三
條

さ
ん
で
呉
服
の
世
界
へ
の
ご
縁
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
現
在
ま
で
続
く
天
職
に
め
ぐ

り
合
え
た
の
も
、
小
学
生
の
時
に
浮
世
絵

そ
の
ま
ま
の
艶
麗
な
着
物
姿
で
私
の
心
を

射
抜
い
た
山
田
先
生
の
お
陰
と
申
す
ほ
か

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
９
年
に
独
立
、
ご
ふ
く
美
馬
を
創

業
し
て
か
ら
は
山
田
先
生
に
も
ご
贔
屓
を

美馬勇作 責任編集
『女優 山田五十鈴』
（ごふく美馬 発行）
定価 8,000 円＋税
ごふく美馬、金高堂書店にて販売中
配送ご希望の方は
mima.jp より詳細をご覧ください。

高一で初対面を果たした楽屋にて
　　　　　　　昭和 61 年 5 月　東京宝塚劇場

校
恩
感
謝美

馬　

勇
作
（
65
回
生
）



〈7〉

い
た
だ
き
、
平
成
12
年
に
女
優
初
の
文
化

勲
章
を
受
章
さ
れ
た
時
に
は
、
両
陛
下
か

ら
お
茶
会
に
招
か
れ
宮
中
へ
参
内
さ
れ
た

折
の
お
着
物
と
、
翌
年
の
２
月
５
日
、
先

生
84
歳
の
誕
生
日
に
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
た
祝
賀
会
で
の
お
召
し
物
一
式
を
お
見

立
て
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
栄
誉
に
あ

ず
か
り
ま
し
た
。

　
　

北
村
文
典
先
輩
の
後
押
し

　

そ
の
翌
年
、
先
生
は
体
調
を
崩
さ
れ
、

長
い
療
養
生
活
の
の
ち
、
平
成
24
年
７
月

９
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
自
分

の
青
春
に
別
れ
を
告
げ
る
た
め
、
東
京
で

行
わ
れ
た
ご
葬
儀
に
駆
け
つ
け
ま
し
た

が
、
そ
の
通
夜
の
席
で
、
舞
台
写
真
家
の

Ｉ
さ
ん
が
長
年
撮
り
溜
め
た
山
田
先
生
の

写
真
を
ご
提
供
く
だ
さ
り
私
が
追
悼
本
を

出
版
す
る
、
と
い
う
企
画
が
飛
び
出
し
ま

し
た
。「
言
う
は
易
し
、
行
う
は
難
し
」

の
格
言
通
り
、
構
想
だ
け
で
一
年
以
上
進

ま
な
か
っ
た
計
画
で
し
た
が
、
あ
る
事
を

キ
ッ
カ
ケ
に
私
の
心
に
火
が
つ
き
、
平
成

25
年
の
暮
れ
、
思
い
切
っ
て
さ
る
方
に
手

紙
を
し
た
た
め
ま
し
た
。「
天
下
の
山
田

五
十
鈴
先
生
に
一
冊
の
舞
台
写
真
集
も
無

い
の
は
あ
ま
り
に
も
悲
し
い
。
私
に
や
ら

せ
て
戴
け
な
い
で
し
ょ
う
か
？
」。
そ
れ

こ
そ
中
三
で
山
田
先
生
に
フ
ァ
ン
レ
タ
ー

を
書
い
て
以
来
の
、
長
い
、
熱
の
こ
も
っ

た
手
紙
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
方
は
土
佐
高
か
ら
関
西
学
院
大
学

を
ご
卒
業
後
、
東
宝（
株
）に
入
社
、
演

劇
部
で
長
年
山
田
先
生
の
舞
台
に
携
わ
っ

て
来
ら
れ
た
演
出
家
の
北
村
文
典
先
輩

（
39
回
生
）
で
し
た
。
北
村
先
輩
は
奇
し

く
も
、
こ
の
６
月
に
他
界
し
た
私
の
父
と

同
じ
昭
和
21
年
の
お
生
ま
れ
で
、
山
田
先

生
の
ご
臨
終
の
際
に
も
一
番
に
駆
け
つ
け

ら
れ
、
そ
の
後
の
マ
ス
コ
ミ
対
応
や
ご
葬

儀
を
取
り
仕
切
ら
れ
る
な
ど
、
東
宝
に
お

い
て「
山
田
先
生
の
こ
と
は
文
典
さ
ん
に
」

と
言
わ
れ
る
方
で
す
の
で
、
出
版
の
決
意

を
お
伝
え
し
、
是
非
の
ご
判
断
を
仰
ぎ
ま

し
た
。
明
け
て
正
月
、
北
村
先
輩
か
ら
お

電
話
が
あ
り「
山
田
さ
ん
も
喜
ぶ
と
思
う
。

僕
に
出
来
る
こ
と
は
協
力
す
る
か
ら
」
と

背
中
を
押
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
共
演
者
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
無
名
の

一
フ
ァ
ン
か
ら
芸
能
事
務
所
に
企
画
書
を

送
っ
て
も
相
手
に
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
お

許
し
を
得
て
「
高
校
の
先
輩
で
あ
る
北
村

文
典
先
生
も
こ
の
企
画
に
賛
同
し
て
下

さ
っ
て
い
る
」
旨
、書
き
添
え
た
と
こ
ろ
、

身
分
照
会
の
電
話
が
随
分
か
か
っ
て
来
た

そ
う
で
、
そ
の
度
に
「
彼
は
ず
っ
と
山
田

さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
通
っ
て
い
た
後
輩
で

す
」
と
お
墨
付
き
を
与
え
て
下
さ
り
、
お

陰
で
素
人
出
版
も
快
調
な
滑
り
出
し
が
出

来
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
七
割
が
た
終
え
た

頃
、
こ
の
出
版
に
と
っ
て
最
大
の
危
機
が

訪
れ
ま
し
た
。
唯
一
の
写
真
提
供
者
で

あ
っ
た
Ｉ
さ
ん
が
ご
病
気
の
た
め
亡
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
私
は
呆
然
と

し
、
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
急
場
を
救
っ
て
下
さ
っ
た
の
も
北
村

先
輩
で
し
た
。
東
宝
は
じ
め
関
係
団
体
に

掛
け
合
っ
て
下
さ
り
、
膨
大
な
写
真
を
ほ

ぼ
実
費
の
み
で
提
供
し
て
も
ら
え
る
様
に

手
配
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら

は「
東
宝
さ
ん
が
協
力
し
て
い
る
の
な
ら
」

と
全
国
の
各
劇
場
か
ら
も
写
真
を
提
供
し

て
も
ら
え
る
事
に
な
り
、
戦
前
の
初
舞
台

か
ら
平
成
最
後
の
舞
台
ま
で
、
山
田
先
生

の
全
時
代
を
網
羅
す
る
絢
爛
な
写
真
絵
巻

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
特
別
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー『
五
十
鈴
を
語
る
五
十
人
』も
、「
大

女
優
の
知
ら
れ
ざ
る
素
顔
に
触
れ
て
感
動

し
た
」
と
ご
好
評
を
頂
き
、
一
般
書
店
に

は
並
ば
ぬ
自
費
出
版
書
籍
な
が
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
を
通
じ
て
全
国
か
ら
ご
注
文
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

北
村
先
輩
が
手
を
差
し
伸
べ
て
下
さ
ら

な
か
っ
た
ら
、
こ
の
本
は
陽
の
目
を
見
る

事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
心
血
を
注
い

だ
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
母
校
の
先
輩
の
ご
助

力
で
成
し
得
、
そ
れ
を
同
窓
生
の
皆
様
に

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
事
は
、
落

第
生
で
あ
っ
た
私
に
と
っ
て
ま
さ
に
僥
倖

で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
土
佐
の
「
校
恩
」

に
感
謝
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　「文化勲章受章をお祝いする会」にて　
　　　　　　　　　　平成 13 年 2 月 5 日　帝国ホテル
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六
月
半
ば
の
大
阪
北
部
地
震
に
端
を
発

し
、
西
日
本
豪
雨
、
逆
走
台
風
一
二
号
、

さ
ら
に
二
〇
、二
一
号
と
相
次
い
で
台
風

が
四
国
・
近
畿
を
直
撃
、
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
被
害
の
情
報
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
最
中
に
、
今
度
は
北
海

道
地
震
。自
然
の
猛
威
を
思
い
知
ら
さ
れ
、

日
常
の
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
に

で
き
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
つ
く
づ
く

感
じ
た
夏
で
し
た
。

　

☆
こ
の
夏
も
部
活
は
大
活
躍

　

そ
ん
な
た
い
へ
ん
な
夏
に
も
、
生
徒
た

ち
は
生
き
生
き
と
活
動
し
て
く
れ
ま
し

た
。
東
海
地
方
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
は
団
体
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
女
子
と
登

山
、
個
人
で
陸
上
競
技
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
、
テ
ニ
ス
女
子
、
柔
道
女
子
が
出
場

し
ま
し
た
。
ま
た
信
州
で
行
わ
れ
た
全
国

総
文
祭
に
は
、
美
術
・
吹
奏
楽
・
音
楽
（
弦

楽
・
合
唱
）・
放
送
・
文
芸
・
か
る
た
の

各
部
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、

高
校
生
は
弓
道
部
女
子
、
軽
音
楽
部
な
ど

が
全
国
大
会
出
場
権
を
得
ま
し
た
。
さ
ら

に
、中
学
生
も
大
活
躍
。県
体
優
勝
の
サ
ッ

カ
ー
部
は
四
国
大
会
で
も
二
位
に
入
り
、

全
国
中
学
総
体
に
出
場
し
ま
し
た
。ま
た
、

四
国
大
会
で
優
勝
し
た
男
子
弓
道
部
は
勢

い
に
乗
っ
て
、
全
国
大
会
で
も
三
位
に
入

賞
す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

☆
海
外
研
修
・
交
流

　
　
　
　

新
た
な
ペ
ー
ジ
へ

　

八
月
一
六
日
か
ら
二
七
日
ま
で
、
中
三

～
高
二
の
生
徒
一
九
名
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
語
学
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
学
校
が

主
催
し
て
の
本
格
的
な
海
外
研
修
は
初
め

て
で
、
い
ろ
い
ろ
と
心
配
な
面
も
あ
り
ま

し
た
が
、
無
事
研
修
を
済
ま
せ
、
帰
り
つ

い
た
生
徒
た
ち
の
顔
に
は
、
充
実
感
と
達

成
感
に
新
た
な
体
験
の
重
み
を
加
え
て
、

出
発
前
よ
り
一
段
と
成
長
し
た
輝
き
を
感

じ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、例
年
同
様
、東
京
で
ガ
ー

ナ
生
徒
と
の
交
流
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
カ

ナ
ダ
に
一
年
間
留
学
し
た
高
校
三
年
生

は
、一
回
り
成
長
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

教
員
も
現
在
二
名
が
一
年
間
の
海
外
研
修

中
で
す
。大
学
受
験
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

真
の
意
味
で
の
国
際
交
流
に
向
け
て
、
新

た
な
ペ
ー
ジ
が
書
き
加
え
ら
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
☆
同
窓
生
の
絆
の
あ
り
が
た
さ
を

　
　
　
　
　
　
　

痛
感
し
て
い
ま
す

　

今
年
も
、
同
窓
会
の
各
支
部
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
西
日
本
豪
雨
で
交
通
手
段

が
遮
断
さ
れ
た
香
川
支
部
会
、
北
海
道
支

部
と
重
な
っ
た
徳
島
支
部
会
に
は
出
席
で

き
ず
残
念
で
し
た
が
、
出
席
し
た
支
部
会

及
び
本
部
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
、

同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
母
校
へ
の
熱
い
思
い

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。
と
く
に
今

年
は
本
校
出
身
以
外
の
教
員
も
何
人
か
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
い
ず
れ
も
同
窓
生

の
盛
り
上
が
り
に
圧
倒
さ
れ
、
改
め
て
本

校
の
卒
業
生
の
絆
の
強
さ
を
実
感
し
た
よ

う
で
す
。

　

二
年
後
の
創
立
百
周
年
に
向
け
た
準
備

も
す
こ
し
ず
つ
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
長

い
歴
史
の
中
で
築
か
れ
て
き
た
本
校
に
関

わ
る
人
た
ち
の
絆
は
、
本
校
に
と
っ
て
何

よ
り
の
財
産
、
宝
で
あ
る
と
の
思
い
は
、

ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
教
育
を

巡
る
状
況
は
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
本
校
も
そ
う
し
た
動
き
と
無
縁
で
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
建
学
以
来
受
け
継
が

れ
て
い
る
「
土
佐
ら
し
さ
」
を
し
っ
か
り

と
受
け
継
ぎ
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
卒
業
生
の
皆
さ

ん
と
の
絆

を
大
切
に

し
て
い
き

た
い
と
考

え
て
い
ま

す
。
今
後

と
も
ご
協

力
を
よ
ろ

し
く
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

（
九
月
二
十
日   

 

記
）

今も変わらぬ「鯉の滝登り（高 2）」
（平成最後の運動会にて）

学
校
近
況
報
告

学
校
長　

小　
村　

彰
（
49
回
生
） 

変
化
の
中
で
絆
を
頼
り
に

　　　　教　員　氏　名
仁尾　明彦
高橋　篤美
北村美智雄
松田　英典
アンドリュー・ウォーレス
渡邊かほる
岡松　宏明　音田　康平
　　　　生　徒　氏　名
宮本　　明
ニュージーランド研修団（生徒19,教員4）

　　期　　間
2017/7･30～8･14
2018/3･17～4･2
2017/8･20～24
2018/1～2019/1
2018/7～2019/6
2017/7･31～8･7
2018･3･17～22
　　期　　間
2017/9～2018/7
2018/8･16～28

　　　　国
イギリス
ニュージーランド
シンガポール
イギリス
オーストラリア
ニュージーランド
ニュージーランド
　　　　国
カナダ
ニュージーランド

　　地　域
ロンドン
オークランド
シンガポール
コベントリー
パース
オークランド
オークランド
　　地　域
ラングレー
オークランド

　　　　研修施設・目的
St. George International London
Kaplan International English
海外研修調査、EFシンガポール校
Coventry University
Edith Cowan Univercity
NZLC 短期語学研修調査（現地調査費のみ支給）

NZLC 短期語学研修下見
　　　　研修施設・目的
Brookswood Secangary 
NZLC 語学研修

国際交流基金　活用研修
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◆
は
じ
め
に
◆

　

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
度
に
入
り
、
教
員
免
許
更
新
の
講
習
を
５

つ
の
大
学
で
受
講
し
て
き
ま
し
た
。
講
習
内
容
や
形
態
は
様
々
。
受
講
人

数
が
２
名
の
講
習
も
あ
れ
ば
２
０
０
名
の
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
授
業
も

講
義
形
式
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
と
い
ろ
い
ろ
。
２
名
の
講
習
は
、

さ
す
が
に
緊
張
し
ま
し
た
が
、
ど
の
授
業
も
個
性
溢
れ
る
授
業
で
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

進学計過現国立大学

進学計過現公立大学

進学計過現私立大学

短大
専門学校
防衛大学校
防衛医科大学校

2
1
1
2
2

2
2

1
1
1
2

進学計過現準大学・その他

進学計過現私立大学

藤
岡 

優
太
（
58
回
生
）

進
路
部
長

平
成
30
年
度
入
試
総
括

酪農学園大
自治医科大
獨協医科大
明海大
文教大
千葉工業大
東京歯科大
青山学院大
桜美林大
学習院大
北里大
慶應義塾大

1
2

1
3

3
1
2
1

11

2
1
2
1

2
2

2
3
9

3
3
2
1
1
3
2
5
1
4
4

20

1
2

1
1
1
2
1
2
1
9

進学計過現私立大学

釧路公立大
高崎経済大
首都大学東京
横浜市立大
都留文科大
岐阜薬科大
名古屋市立大
京都府立医科大
大阪市立大
大阪府立大
兵庫県立大
岡山県立大
県立広島大
下関市立大
山口東京理科大
高知県立大
高知工科大
北九州市立大
　　　計
　　昨　　年

1
2

1

1
1
2

2
1
1
1
1
1
1
16
15

1

1
1

2
1
1

1
1

1
1
11
17

1
1
3
1
1
2
1
2
1
3
1
2
1
1
1
1
2
2
27
32

1
3
1
1

2
1
2
1
1

1
1
2
2
19
25

進学計過現公立大学

短大
専門学校
防衛大学校
防衛医科大学校

2
1
1
2
2

2
2

1
1
1
2

進学計過現準大学・その他

釧路公立大
高崎経済大
首都大学東京
横浜市立大
都留文科大
岐阜薬科大
名古屋市立大
京都府立医科大
大阪市立大
大阪府立大
兵庫県立大
岡山県立大
県立広島大
下関市立大
山口東京理科大
高知県立大
高知工科大
北九州市立大
　　　計
　　昨　　年

1
2

1

1
1
2

2
1
1
1
1
1
1
16
15

1

1
1

2
1
1

1
1

1
1
11
17

1
1
3
1
1
2
1
2
1
3
1
2
1
1
1
1
2
2
27
32

1
3
1
1

2
1
2
1
1

1
1
2
2
19
25

北海道大
旭川医科大
岩手大
東北大
茨城大
筑波大
千葉大
東京大
東京医科歯科大
東京外国語大
東京学芸大
東京農工大
東京工業大
お茶の水女子大
電気通信大
一橋大
東京海洋大
横浜国立大
新潟大
山梨大
信州大
静岡大
京都大
大阪大
大阪教育大
神戸大
奈良女子大
鳥取大
島根大
岡山大
広島大
山口大
徳島大
香川大
愛媛大
高知大
九州大
九州工業大
佐賀大
熊本大
琉球大
　　　計
　　昨　　年

3
4
2
1
1
1

2
2

1
1

1
1
2
5

11
1
5

1
6
5
3
7
4
1

26
3
1
1
1

103
88

3
1
1
1
3

1
1
1
1
1
1
4
1

1

3
5
1
4
1
1

6

1
3
3
5

25
2

1
82
62

3
1
1
1
3
3
4
2
1
1
1
1
1
3
3
1
2
5
1
1
2
2
8

16
2
9
1
1
1

12
5
4

10
7
6

51
5
1
1
1
1

185
150

3
1

1
3
3
3
2
1
1
1
1
1
2
3
1
2
4
1
1
2
1
8

16
2
9
1
1
1

10
5
3
7
6
5

45
4
1

1
1

164
139

大阪人間科学大
大阪総合保育大
関西学院大
神戸学院大
神戸女学院大
神戸女子大
神戸薬科大
兵庫医科大
武庫川女子大
兵庫医療大
奈良大
畿央大
岡山理科大
広島女学院大
広島国際大
日本赤十字広島看護大
四国大
徳島文理大
松山大
久留米大
西南学院大
福岡歯科大
九州国際大
日本文理大 
　　　計
　　昨　　年

1
26
5
1
1
5

3
1

2
4
1
1
1
1
4
5

1

1

313
201

2

7
6

2
1
2

1
2
4

1
3
1

1

1
260
196

2
1

33
11
1
1
7
1
5
1
1
4
8
1
1
1
1
5
8
1
1
1
1
1

573
397

6
1

1

3
1
1

2
1

1
1

122
99

駒澤大
芝浦工業大
順天堂大
上智大
昭和大
成城大
専修大
大東文化大
中央大
帝京大
東海大
東京経済大
東京慈恵会医科大
東京女子大
東京農業大
東京理科大
東洋大
日本大
日本歯科大
日本獣医生命科学大
法政大
武蔵大
東京都市大
武蔵野大
明治大
明治学院大
立教大
立正大
早稲田大
麻布大
神奈川大
フェリス女学院大
横浜薬科大
愛知医科大
名城大
豊田工業大
成安造形大
京都外国語大
京都産業大
京都女子大
京都薬科大
同志社大
同志社女子大
立命館大
龍谷大
京都造形芸術大
京都文教大
大阪医科大
大阪工業大
大阪歯科大
大阪薬科大
追手門学院大
関西大
関西医科大
関西外国語大
近畿大
摂南大

3
1
1
1
1
1

1
4

3

1

7
1
5

6
1
1

12
1
5
1

10

2
1

2
5
1

22
2

39
7
1
1
1
4

3

39

1
26

4
8

1

1

14
1
7
1

1
1

14
2

11
1
1

11

1
16

11
1
2
1
1
1

1
1

3
2

24

21
4

1
4
2

10
1
1

13
1

7
9
1
2
1
1
1
1

18
1

10
1
1
1
1

21
3

16
1
1

17
1
1
1

28
1
5
1

21
1
2
1
1
1
2
1
1
1
2
8
3

46
2

60
11
1
1
1
4
1
7
2

49
1
2

39
1

2

1

1
1
1

1

1

5

4
1
1
3
1

10
1
1

7

1

1

1
1

2

11
1
5
2

1

1
3
1
6

4

◆
入
試
結
果
◆

　

さ
て
、今
年
度
の
大
学
入
試
結
果
で
す
。
こ
こ
で
は
、

こ
の
数
年
の
推
移
と
と
も
に
話
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇
現
役
国
公
立
大
合
格
数
◇

　

今
年
度
の
現
役
国
公
立
大
合
格
者
は
１
１
９
名
（
過

去
３
ヵ
年
１
１
８
→
１
１
８
→
１
０
３
）。
こ
こ
数
年

は
１
２
０
名
近
い
高
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

◇
現
役
私
立
大
合
格
数
◇

　

現
役
私
立
大
合
格
数
に
つ
い
て
は
３
０
７
→
２
６
３

→
２
０
１
と
減
少
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

３
１
３
名
と
以
前
の
水
準
に
も
ど
り
ま
し
た
。
一
人
あ

た
り
の
受
験
数
は
例
年
通
り
。
定
員
厳
格
化
の
合
格
者

絞
り
込
み
に
よ
る
私
立
大
の
大
幅
な
難
化
の
中
、
非
常

に
健
闘
し
た
と
思
い
ま
す
。

◇
国
公
立
大
医
学
部
医
学
科
◇

　

国
公
立
大
医
学
部
医
学
科
の
合
格
数
に
つ
い
て
は
、

こ
の
数
年
31
→
38
→
36
と
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
も
33
名
（
現
役
15
名
）
と
高
い
水
準
で
推
移
し
て

い
ま
す
。
特
に
岡
山
大
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に
続
き
合

格
者
４
名
（
現
役
２
名
。
昨
年
は
現
役
１
名
）
と
好
成

績
が
続
い
て
お
り
嬉
し
い
限
り
で
す
。

◇
難
関
国
公
立
大
◇

　

難
関
10
大
学
（
旧
７
帝
大
・
神
戸
・
一
橋
・
東
工
）

に
つ
い
て
は
、
こ
の
数
年
42
→
41
→
45
と
推
移
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
度
も
46
名
と
立
派
な
成
績
を
修
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
大
阪
大
に
つ
い
て
は
、
昨

年
に
続
き
16
名
（
現
役
11
名
。
昨
年
は
現
役
13
名
）
と

好
成
績
が
続
い
て
い
ま
す
。

◇
東
大
・
京
大
◇

　

京
都
大
は
８
名
合
格
（
現
役
５
名
）。
こ
こ
数
年
、

現
役
合
格
数
は
１
～
３
と
苦
戦
が
続
い
て
い
ま
し
た
が

健
闘
し
て
く
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
昨
年
に
続
き
東
京
大

に
つ
い
て
は
合
格
者
が
２
名
（
現
役
２
名
）
と
厳
し
い

結
果
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
に
つ
い
て
は
東
京
大

の
志
望
者
が
少
な
か
っ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
力
の
あ

る
生
徒
が
多
か
っ
た
だ
け
に
合
格
者
が
２
名
と
い
う
の

は
非
常
に
残
念
な
思
い
で
す
。
改
め
て
東
京
大
の
難
し

さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

◆
最
後
に
◆

　

大
き
く
変
わ
る
大
学
入
試
の
学
年
も
い
よ
い
よ
高
１

と
な
り
、
新
テ
ス
ト
が
近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
。
試
行

調
査
も
行
わ
れ
る
共
通
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
不
安
な

部
分
は
あ
る
も
の
の
本
番
に
向
け
て
の
準
備
が
確
実
に

進
ん
で
い
る
と
い
う
感
じ
が
あ
り
ま
す
が
、
共
通
テ
ス

ト
の
枠
組
み
に
お
い
て
活
用
さ
れ
る
英
語
民
間
試
験
に

つ
い
て
は
具
体
的
な
運
営
が
い
ま
だ
見
え
て
き
ま
せ

ん
。
大
規
模
人
数
で
の
一
斉
実
施
の
試
験
を
試
行
調
査

も
行
わ
ず
ミ
ス
な
く
で
き
る
の
か
…
。
非
常
に
心
配
で

す
。
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 【
企
画
と
準
備
】

　

今
年
度
、
本
校
も
海
外
研
修
の
扉
を
開

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
額
の
ご
寄
付

を
頂
い
た
新
世
紀
募
金
を
も
と
に
海
外
交

流
基
金
を
設
立
、
教
員
・
生
徒
に
対
す
る

奨
学
制
度
を
整
備
し
ま
し
た
。
教
員
の
海

外
研
修
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も

に
、生
徒
に
も
海
外
で
学
ぶ
機
会
を
与
え
、

広
い
視
野
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
現
在
２
教
員
が
１
年
間
の
予
定
で
海

外
大
に
留
学
中
で
す
。
ま
た
生
徒
の
短
期

語
学
研
修
を
企
画
し
、
中
３
か
ら
高
２
ま

で
の
19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要

を
参
加
生
徒
の
日
記
・
感
想
を
含
め
ご
報

告
し
ま
す
。

 【
出
発
～
ロ
ト
ル
ア
へ
】

　

８
月
16
日
午
後
２
時
30
分
、
高
知
空
港

で
出
発
式
、
翌
日
の
12
：
30
（
現
地
時
間
）

に
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
到
着
、
現
地
ス
タ
ッ

フ
と
合
流
し
バ
ス
で
北
島
一
の
景
勝
地
ロ

ト
ル
ア
に
向
か
い
ま
し
た
。
市
街
を
抜
け

れ
ば
広
大
な
牧
草
地
が
展
開
す
る
牧
歌
的

な
光
景
が
続
き
ま
す
。
午
後
６
時
半
に
ロ

ト
ル
ア
到
着
、
食
事
を
済
ま
せ
て
湖
畔
の

ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
の
は
９
時
前
、
移
動

の
長
い
一
日
で
し
た
。

「
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
ま
ず
寒
さ
に

驚
い
た
。
…
入
国
審
査
の
時
に
い
ろ
い
ろ

と
質
問
さ
れ
て
動
揺
し
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
は
動
揺
せ
ず
に
ち
ゃ
ん
と
聞
き

返
す
よ
う
に
し
よ
う
と
思
っ
た
。
…
マ
オ

リ
シ
ョ
ー
の
中
で
「
ハ
カ
」
を
初
め
て

生
で
見
た
が
迫
力
が
す
ご
か
っ
た
。
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
の
方
々
の
声
量
と
表
現
力
に

驚
い
た
」                       

（
高
２
女
子
）

 【
Ｎ
Ｚ
Ｌ
Ｃ
で
の
語
学
研
修
】

　

翌
朝
、
６
月
は
冬
な
の
で
と
て

も
冷
え
込
み
ま
す
が
空
気
は
澄
み

わ
た
り
、
夜
明
け
前
後
の
ロ
ト
ル

ア
湖
の
美
し
さ
に
息
を
の
み
ま

す
。
午
前
は
バ
ス
で
ロ
ト
ル
ア
の

景
勝
地
を
巡
り
、
夕
刻
に
Ｎ
Ｚ
Ｌ

Ｃ
に
到
着
、
受
講
の
た
め
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
終
え
る
と
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
迎
え
を
受
け
て
各
家
庭

へ
と
別
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
は
移
住
地
と
し

て
の
人
気
が
高
く
、
欧
米
以
外
に

も
、
ア
ジ
ア
・
中
南
米
か
ら
多
く

の
人
が
移
り
住
ん
で
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
理
由
も
あ
り
語
学
学
校

が
充
実
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
学
ん
だ

Ｎ
Ｚ
Ｌ
Ｃ
（N

ew
 Zealand Language 

Centres

）
は
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
は
大

き
な
規
模
の
学
校
で
す
。
中
高
校
生
向
け

の
ク
ラ
ス
を
持
ち
レ
ベ
ル
別
に
10
数
名
の

ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
自
分
の
実
力
に
あ
っ

た
ク
ラ
ス
に
入
り
ま
す
。
午
前
は
実
践
的

な
話
法
や
文
法
の
学
習
、
午
後
は
そ
れ
ぞ

れ
の
ク
ラ
ス
の
テ
ー
マ
に
よ
る
参
加
型
の

レ
ッ
ス
ン
で
し
た
。
金
曜
日
の
午
後
は
全

ク
ラ
ス
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
報
告

教
頭　

岡
松　
宏
明
（
51
回
生
）

Visiting New Zealand
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プ
で
学
習
し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
ペ
ア
ワ
ー
ク
の
と
き
に
他
国
の
学
生

と
ペ
ア
に
な
れ
ば
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
使

わ
な
か
っ
た
英
英
辞
典
が
欠
か
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。
は
じ
め
は
こ
の
状
況
に
戸
惑
い

ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
新
鮮
に
感
じ

ま
し
た
。」                         

（
高
２
女
）

 【
研
修
全
体
を
振
り
返
っ
て
】

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
８
泊
し
た
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
家
族
構
成
、母
国
は
様
々
で
し
た
。

Ｎ
Ｚ
Ｌ
Ｃ
へ
は
各
家
庭
か
ら
30
～
50
分
か

け
て
毎
日
バ
ス
登
校
で
す
。
自
立
性
を
育

む
こ
と
も
こ
の
研
修
の
目
的
で
し
た
。
語

学
研
修
以
外
に
も
現
地
の
高
校
や
大
学
の

訪
問
を
加
え
、
こ
れ
ら
の
生
活
や
研
修
を

通
し
て
生
徒
達
は
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し

た
よ
う
で
す
。

　
「
英
語
を
生
き
た
言
語
と
し
て
と
ら
え

る
と
き
、
何
も
考
え
ず
に
例
文
を
読
ん
で

い
る
だ
け
で
は
だ
め
で
、
自
分
は
今
何
を

言
い
た
い
の
か
、
何
を
聞
き
た
い
の
か
、

ど
う
す
れ
ば
自
分
の
能
力
で
そ
れ
を
表
現

で
き
る
か
が
大
切
だ
と
わ
か
っ
た
。」

                                    

（
高
１
男
）

　
「
私
は
こ
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修

に
参
加
し
、
今
ま
で
自
分
が
い
か
に
多
く

の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
抱
え
て
世
界
を
見

て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
物
事
の
一
面
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
だ
け
で

そ
こ
に
住
む
人
た
ち
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱

く
の
は
身
勝
手
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

実
際
に
あ
っ
て
は
じ
め
て
わ
か
る
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
勉
強
し
て
知
識
を

得
る
こ
と
と
同
じ
く
ら
い
価
値
が
あ
る
こ

と
が
こ
の
研
修
に
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。」               

（
高
２
女
子
）

　

生
徒
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
様
子
と

積
極
的
な
行
動
に
、
こ
の
研
修
の
成
果
が

確
か
な
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

カナダ留学レポート：「言葉で伝える」

宮本 明（現高３）

　　　　　　　　　　　　　　　　　私は 2017 年の９月から 2018 年の６月
　　　　　　　　　　　　　　　　までの 10 ヶ月間、カナダに留学しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　カナダは移民の国で、田舎でも様々な人に出
　　　　　　　　　　　　　　　　会うことができ、今では世界中に友達がいて
　　　　　　　　　　　　　　　　多様な文化にも触れることができました。勉
　　　　　　　　　　　　　　　　強、特に数学は日本より比較的簡単とよく言
　　　　　　　　　　　　　　　　われますが、日本の高校の最終学年でも学習
しない内容を学習することに驚きました。
　この留学を通して私が学んだことは、「言葉で伝えること」です。カナダには
日本のように「言わないでも察する」文化がないので、ＮＯと断る勇気や、感謝
など自分の気持ちをしっかり伝えることでしっかりとした人間関係築くことがで
きるということを学びました。
　留学する前は、将来日本を拠
点に世界中を飛び回る仕事をし
たいと思っていました。留学か
ら帰ってきて、まだ明確に何が
したいかは決まっていませんが、
海外を拠点にビジネスの場で活
躍したいと思っています。留学
から学んだことを生かして、日
々精進していきます。

雪がたくさん降った日に友達と集まって
雪遊び（筆者：右から２番目）

いつもの通学風景。カナダの空は日本のものより高く
とても気持ちの良いものでした。

ニュージーランド研修報告
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現
在
、私
は
英
語
教
育
と
応
用
言
語
学
修
士
課
程

（English Language T
eaching and A

pplied 
Linguistics M

A

）
を
イ
ギ
リ
ス
の
コ
ベ
ン
ト
リ
ー

大
学
（Coventry University

）
大
学
院
で
学
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ス
で
は
、
必
修
科
目
で
あ
る
「
言

語
学
習
と
指
導
に
関
す
る
理
論
」、「
談
話
分
析
」、「
高

等
教
育
に
お
け
る
教
授
法
」、「
文
法
と
音
韻
論
」、「
教

材
作
成
」、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
た
言
語
学
習

理
論
と
実
践
」、「
国
際
的
職
能
開
発
」、「
修
士
論
文
」

を
修
了
す
る
こ
と
と
、
５
つ
の
選
択
科
目
の
中
か
ら

２
科
目
修
了
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
は
選

択
科
目
の
中
か
ら
「
社
会
言
語
学
」
と
「
コ
ー
パ
ス

分
析
と
教
育
学
」
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

こ
の
修
士
課
程
に
は
30
人
ほ
ど
が
在
籍
し
て
お
り
、

現
在
約
10
か
国
か
ら
の
現
役
教
員
や
教
員
志
望
者
と

と
も
に
英
語
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
日
々
が
続
い
て
い

ま
す
。
私
の
よ
う
な
熟
年
生
徒
も
10
名
程
度
在
籍
し

て
お
り
、
様
々
な
価
値
観
を
共
有
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
１
年
の
修
士
課
程
は
、
想
像
し
て
い
た
よ
り

も
は
る
か
に
密
度
が
高
く
、
膨
大
な
読
書
量
と
課
題

提
出
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
同
じ
学
問
を
志
す
仲
間

と
と
も
に
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
英
語
を
話
し
な
が

ら
、
学
問
に
没
頭
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

　

思
え
ば
数
年
前
、
自
分
が
ま
さ
か
こ
う
し
て
留
学

し
て
い
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
学

生
の
と
き
か
ら
留
学
を
し
た
い
と
い
う
希
望
は
あ
っ

た
も
の
の
、
中
高
生
の
頃
は
「
今
の
英
語
力
で
留
学
し

て
も
…
」
と
気
後
れ
し
た
り
、
大
学
時
代
は
「
社
会

人
に
な
っ
て
資
金
を
貯
め
て
か
ら
」
な
ど
と
考
え
た

り
し
て
留
学
を
先
延
ば
し
に
し
、
気
が
付
け
ば
適
齢

期
は
過
ぎ
、
ほ
ぼ
諦
め
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
に
文
部
科
学
省
に
よ
る
英
語
教
育
改

革
が
始
ま
り
、
英
語
教
員
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
な

ど
、
大
学
時
代
に
学
ぶ
機
会
が
な
か
っ
た
ス
キ
ル
を

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
時
代
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
に
研
修
会
に
参
加
し
た
り
、
大
学
入

試
に
活
用
が
検
討
さ
れ
て
い
る
語
学
検
定
を
受
験
し

た
り
し
て
、
新
た
な
知
識
を
得
よ
う
と
し
て
い
く
な

か
で
、「
も
う
一
度
大
学
で
英
語
教
育
を
学
び
な
お
す

こ
と
が
出
来
れ
ば
」
な
ど
と
叶
わ
な
い
夢
を
頭
の
中

で
描
い
た
も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
本
校
で
海
外

研
修
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
、
語
学
試
験

も
受
験
済
み
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
偶
然
も
重
な
り
、

20
年
来
の
夢
は
現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
と
い
う
英
語
教
員
と
し
て
は
こ
の
上
な

く
恵
ま
れ
た
環
境
下
で
私
が
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
背
景
に
は
、
様
々
な
偶
然
の
積
み
重
ね
が
あ
り
ま

す
。
先
が
見
え
な
く
て
も
努
力
を
続
け
て
い
れ
ば
そ

の
努
力
が
新
た
な
道
を
切
り
開
く
こ
と
が
あ
る
の
を

再
認
識
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
留
学
に
際
し
て

ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
、
そ
し
て
私
の
不
在
中

多
大
な
る
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
職
場
の
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

四・

・十
に
し
て
学
に
志
す

英
語
科　

松
田　
英
典
（
71
回
生
）

教
員
留
学
レ
ポ
ー
ト

留　
学　
先
：
コ
ベ
ン
ト
リ
ー
大
学
（
イ
ギ
リ
ス
）

留
学
期
間
：
約
１
年　
２
０
１
８
・
1
・
15
〜
19
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
８
・
1
・
22
〜
２
０
１
９
・
1
・
19
：
授
業
期
間

（

）

発表中の一コマ コベントリー大聖堂（十字架を中心
に右が新聖堂、左が旧聖堂。旧聖堂
には大戦の爪痕が残っている）

コベントリー大聖堂から見たコベン
トリー大学とハーバート美術館

同じ修士課程の仲間と

教室にて（国籍は６か

国にわかれます）

The Hub（学生食堂や休憩
施設などがあります） 石畳の街並み

私が住む Westminster Road
（9月8日に引っ越したばかりです）
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弓
道
部
顧
問　

日
比　
康
貴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

始
め
に
Ｏ
Ｂ
の
方
や
部
員
、多
く
の
方
々

に
ご
支
援
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
弓
道
部
中
学
生
は
県
総
体
を
制

し
、
８
月
５
日
に
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
た

四
国
大
会
に
出
場
、
ま
た
、
８
月
18
日
～

19
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会

に
は
３
年
連
続
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

四
国
大
会
は
昨
年
度
、
現
中
３
猪
俣
雄

生
を
含
め
た
男
子
チ
ー
ム
が
優
勝
し
て
お

り
連
覇
を
か
け
た
大
会
で
し
た
。
メ
ン

バ
ー
持
ち
前
の
強
い
精
神
力
と
集
中
力
に

よ
っ
て
作
ら
れ
る
和
に
よ
り
優
勝
、
連
覇

達
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
、
過
去
は
後
一
歩
で
予
選

落
ち
。
中
３
岡
田
宗
大
、
猪
俣
雄
生
は
昨

年
こ
の
舞
台
の
経
験
者
。
そ
の
２
人
に
稲

田
凜
、
鈴
木
健
太
を
合
わ
せ
た
３
年
生
４

人
で
挑
み
ま
し
た
。
弓
道
は
「
あ
の
１
本

で
…
」
と
い
う
こ
と
が
多
く
、
勝
っ
て
も

１
本
、
負
け
て
も
１
本
。
昨
年
の
こ
と
も

過
ぎ
り
「
あ
の
１
本
。
い
つ
か
の
、
そ
の

時
の
１
本
が
（
的
に
）
入
る
よ
う
に
」
と

臨
み
ま
し
た
。
予
選
２
位
で
決
勝
進
出
。

今
大
会
個
人
の
部
に
も
出
場
し
た
猪
俣
の

皆
中
（
４
射
４
中
）
や
各
自
安
定
し
た
的

中
で
各
自
の
課
題
を
感
じ
さ
せ
な
い
予
選

で
し
た
。

　

決
勝
１
回
戦
、
抜
群
の
安
定
感
を
見
せ

る
岡
田
の
支
え
も
あ
っ
て
勝
利
。
２
回
戦

は
稲
田
も
好
調
を
取
り
戻
し
、
各
自
４
射

３
中
と
落
ち
着
い
た
射
で
し
た
。
し
か
し

準
決
勝
で
は
少
し
の
心
の
隙
か
ら
か
上
手

く
和
が
な
ら
ず
敗
退
し
３
位
。
射
場
か
ら

出
る
や
涙
な
が
ら
に
「
突
然
上
手
く
い
か

な
く
な
り
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

く
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
一
方
、
晴
れ
や

か
な
明
る
い
表
情
で
「
最
後
の
最
後
良
い

射
が
で
ま
し
た
」
と
言
う
者
も
。
手
が
届

き
そ
う
な
頂
点
を
前
に
退
き
、
悔
し
い
思

い
を
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ

れ
ほ
ど
大
き
な
舞
台
で
的
中
と
い
う
欲
望

に
負
け
ず
自
己
の
射
を
表
現
で
き
た
の
は

実
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
た
。
晴
れ
や

か
な
表
情
も
こ
の
自
信
か
ら
で
し
ょ
う
。

私
も
メ
ン
バ
ー
の
集
中
力
の
深
さ
に
は
感

服
。
今
後
も
各
自
自
分
に
克
つ
べ
く
鍛
錬

を
積
ん
で
く
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
応
援
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英語研究部顧問　トーマス・リチャードソン

  On February 11th 2018, I had the great pleasure of witnessing Rinako Komatsu winning the 
All Japan High School Speech Contest. For the second time in the contest’s short history, a 
Tosa student held the title of the best English high school speaker in Japan.

  For her winning speech, Rinako chose a theme which managed to be personal, and also 
nationally significant in its outlook: The right to vote. Now that the legal age in Japan has 
been lowered to 18, surely it is time for young people to vote and to make their voices heard.  

  There have been two winners of this competition from Tosa High School. Ai Inoue won 
the very first competition in 2007. While training for the contest, Rinako and Ai shared two 
significant qualities: a desire to keep improving 
and a willingness to work hard at something, even 
when there are difficulties. Rinako practiced her 
English skills all through junior high school. The 
road to victory was neither short, nor simple, but 
having built sufficient foundations over a number of 
years, she finally got there!

  It is my hope that Rinako, Ai and other Tosa 
students who have practiced the art of public 
speaking during their school lives, will be forces 
for good in Japan and beyond. They have learnt 
the skills of communication in another language, 
and they have gained the ability to motivate and 
inspire. In the future, I am certain they will be 
making their voices heard! 
　〔第１回大会優勝は井上愛（85回生）さん〕

頑
張
る
現
役
生
の
ク
ラ
ブ
活
動
状
況
は
、
土
佐
中
・
高
等
学
校
Ｈ
Ｐ　

ク
ラ
ブ
・
生
徒
会
→

特
活
通
信
「
右
文
尚
武
の
軌
跡
（
楠
目
博
之
特
活
部
長
・
51
回
生
）」
で
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

弓
道
部　

中
学
生
全
国
３
位
！

高知新聞 2018.2.27 掲載

小松梨那子さん（現高３）、全国英語スピーチコンテスト優勝！
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北
海
道
支
部

　
　
　
　

野
坂
芳
夫（
67
回
生
）

　

初
め
ま
し
て
、
67
回
生
の
野
坂
と
申
し
ま
す
。

昨
年
、
支
部
総
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
、

話
の
成
り
行
き
で
、
今
回
の
支
部
だ
よ
り
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
札
幌
在
住
12
年
に
な

り
ま
す
。

　

10
数
年
も
北
海
道
に
い
る
と
す
っ
か
り
「
道
産

子
」
の
仲
間
入
り
を
し
て
い
ま
し
て
、
北
海
道

弁
を
使
い
こ
な
し
（
土
佐
弁
も
忘
れ
て
い
ま
せ

ん
！
）、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
応
援
し
、
焼
肉
と
い
え

ば
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
と
い
っ
た
感
じ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
北
海
道
の
魅
力
は
、
豊
か
な
自
然
、
豊
富
な

食
材
を
活
か
し
た
グ
ル
メ
、
ゴ
ル
フ
場
や
ス
キ
ー

場
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
も
手
軽

に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
近
は
、
北
海
道
で

も
酒
米
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
北
海
道
の
地

酒
も
大
変
美
味
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

　

そ
ん
な
北
海
道
で
す
が
、
９
月
５
日
未
明
に
本

州
で
猛
威
を
振
る
っ
た
台
風
21
号
が
勢
い
そ
の
ま

ま
で
北
海
道
に
接
近
し
、
大
き
な
被
害
を
与
え
ま

し
た
。
そ
の
傷
が
癒
え
な
い
９
月
６
日
未
明
に「
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
」
が
発
生
し
、
大
規
模
な
土

砂
崩
れ
に
よ
り
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
、
全
道
的

な
大
停
電
も
発
生
し
ま
し
た
。
今
年
も
日
本
全
体

で
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
、
日

頃
の
備
え
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
し
て
、
北
海
道
支
部
の
活
動
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
例
年
通
り
昨
年
秋
、

11
月
４
日
（
土
）
に
ロ
イ
ト
ン
札
幌
で
支
部
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
学
校
よ
り
小

村
校
長
、
松
村
教
頭
、
同
窓
会
本
部
よ
り
森
本
様

（
元
教
頭
）、
北
村
副
会
長
、
関
東
支
部
よ
り
市
川

幹
事
長
、
東
海
支
部
よ
り
前
田
支
部
長
、
広
島
支

部
よ
り
沖
様
（
前
支
部
長
）
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

北
海
道
支
部
の
９
名
と
合
わ
せ
て
16
名
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
土
佐
中
高
の
近
況
や
懐
か
し
い

話
…
…
と
て
も
楽
し
い
時
間
で
し
た
。
後
輩
た
ち

の
部
活
動
や
大
学
受
験
で
の
活
躍
を
聞
い
て
、「
文

武
両
道
」
あ
ら
た
め
て
土
佐
の
素
晴
ら
し
さ
を
実

感
し
、
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
な
お
、
今
年
は

９
月
15
日
に
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の

様
子
は
次
回
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

北
海
道
は
、
こ
れ
か
ら
短
い
秋
を
迎
え
本
格
的

な
冬
の
季
節
と
な

り
ま
す
。
冬
は
ス

キ
ー
の
季
節
！
パ

ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
の

聖
地
と
し
て
世
界

的
に
有
名
な
ニ
セ

コ
な
ど
冬
の
北
海

道
も
魅
力
た
っ
ぷ

り
で
す
の
で
、
是

非
と
も
お
越
し
下

さ
い
！

　
　

関
東
支
部

副
幹
事
長　

結
城　
優（
83
回
生
）

　

同
窓
会
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
本
年
度
よ

り
関
東
支
部
同
窓
会
の
副
幹
事
長
を
拝
命
し
ま
し

た
、
結
城
優
で
す
。

　

私
が
土
佐
校
を
卒
業
し
た
の
が
２
０
０
８
年
。

卒
業
以
降
、
東
京
に
10
年
住
ん
で
い
ま
す
が
、
土

佐
校
の
縦
の
繋
が
り
の
強
さ
を
感
じ
続
け
た
10
年

で
し
た
。
関
東
支
部
同
窓
会
に
は
大
学
入
学
当
初

よ
り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
気
さ
く
な
先
輩
方

と
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
直
接
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
た
の
は
、と
て
も
贅
沢
な
環
境
で
し
た
。

　

私
は
、
現
在
、
都
内
で
弁
護
士
と
し
て
法
律
事

務
所
に
勤
め
て
い
ま
す
が
、
法
曹
界
を
本
格
的
に

目
指
そ
う
と
思
っ
た
の
も
、
法
曹
界
で
ご
活
躍
中

の
土
佐
校
の
先
輩
方
か
ら
実
務
の
話
を
聞
い
た
の

が
き
っ
か
け
で
し
た
。
土
佐
の
後
輩
と
い
う
だ
け

で
、
事
務
所
訪
問
の
時
間
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
飲
み
に
連
れ
て
い
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方

に
は
頭
が
上
が
り
ま
せ
ん
。

　

今
で
も
、
同
窓
会
は
も
ち
ろ
ん
、
土
佐
校
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
筆
山

会
の
ラ
ン
チ
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
と
、

幅
広
い
業
界
、
年
代
の
先
輩
方
と
日
常
的
に
交
流

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
は
感
謝
の
念

に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
少
し
ず
つ

母
校
へ
の
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
第
一
歩
と
し
て
、
毎
年
11
月
の
修
学
旅
行

で
は
、
土
佐
校
生
の
裁
判
傍
聴
の
引
率
、
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
中
で
は
若
手
の
私

で
も
、
在
学
生
か
ら
み
た
ら
一
回
り
年
の
離
れ
た

先
輩
で
す
。
後
輩
た
ち
に
良
い
刺
激
を
与
え
ら
れ

る
よ
う
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
３
年
勤
め
た
法

律
事
務
所
を
今
年
一
杯
で
退
職
し
、
来
年
１
月
以

降
、
都
内
で
法

律
事
務
所
を
開

設
、
独
立
予
定

で
目
下
準
備
を

進
め
て
お
り
ま

す
。
来
年
は
平

成
が
終
わ
り
元

号
も
変
わ
る
と

い
う
こ
と
で
、

平
成
元
年
生
ま

れ
の
私
も
30
代

に
突
入
し
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
年
と
し
て
は
、

こ
れ
以
上
な
く
キ
リ
の
良
い
年
で
す
。
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
つ
つ
、
今
後
も
同
窓
会
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
、
土
佐
校
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

東
海
支
部

事
務
局
長　

瀨
沼
憲
司（
64
回
生
）

　

同
窓
生
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
東
海
支
部
で

は
、
本
年
も
例
年
通
り
５
月
に
総
会
を
執
り
行
い

ま
し
た
。
今
回
総
会
で
は
カ
シ
オ
で
長
年
製
品
開

発
な
ど
を
さ
れ
て
き
た
38
回
生
の
羽
方
将
之
さ
ん

に「
新
製
品
開
発
と
高
知
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
カ
シ
オ
時
代
の
誰
も
が
知
っ
て
い

る
、
私
も
使
っ
て
い
た
デ
ジ
カ
メ
の
開
発
に
つ
い

て
、
高
知
県
出
身
の
開
発
者
の
お
話
、
大
学
か
ら

カ
シ
オ
に
入
社
す
る
と
き
の
秘
話
な
ど
、
特
に
若

手
の
同
窓
生
に
と
っ
て
今
後
の
参
考
に
も
な
る
お

話
で
し
た
。
来
年
も
５
月
に
総
会
、
そ
し
て
講
演

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
も
し
よ
け
れ
ば
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
東
海
地
方
の
今
年
の
ス
ポ
ー
ツ
界
は
今

年
も
な
か
な
か
厳
し
い
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
野
球
で
は
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
は
５
位
。
そ

し
て
、
Ｊ
リ
ー
グ
で
は
昨
年
Ｊ
１
リ
ー
グ
に
１
年

で
昇
格
し
た
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
。
今
年
の
前
半

戦
は
ダ
ン
ト
ツ
の
最
下
位
、
た
だ
後
半
戦
に
入
り

７
連
勝
し
な
ん
と
か
も
し
か
し
た
ら
降
格
は
免
れ

る
か
も
と
期
待
で
き
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
昨
年
同
様
見
て
い
て
楽
し
い
サ
ッ
カ
ー
を

目
指
し
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。
正
念
場
を
迎
え

一
進
一
退
の
厳
し
い
戦
い
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

最
後
ま
で
し
っ
か
り
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

2017年度北海道支部総会にて

土佐校ゴルフコンペ（2018.6.18）
筆者：後列右から６番目
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サ
ッ
カ
ー
と
い
え
ば
、
今
年
は
４
年
に
１
度
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
は
98
年
の
フ
ラ
ン
ス
大
会
か
ら
、
毎
回

現
地
に
行
く
こ
と
に
し
て
お
り
、
今
回
も
ロ
シ
ア

に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
大
会
で
は
日
本
代
表

の
１
試
合
目
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
戦
に
３
人
の
子
供
た

ち
を
連
れ
て
勝
利
を
掴
み
取
る
代
表
選
手
た
ち
の

雄
志
を
見
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
フ

ラ
ン
ス
、
日
本
、
ド
イ
ツ
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ

ル
と
毎
回
最
低
１
試
合
は
観
戦
し
て
き
ま
し
た
が
、

実
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
本
戦
で
勝
利
を
見
ら
れ
た

の
は
初
め
て
で
し
た
。
子
供
た
ち
の
強
運
さ
に
感

謝
で
す
。
そ
の
後
１
度
子
供
た
ち
を
連
れ
て
帰
国

し
、
再
度
ロ
シ
ア
に
行
き
３
試
合
目
の
ポ
ー
ラ
ン

ド
戦
、
ラ
ウ
ン
ド
16
の
ベ
ル
ギ
ー
戦
を
観
戦
し
ま

し
た
。
特
に
ベ
ル
ギ
ー
戦
は
試
合
中
も
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
つ
い
に
日
本
代
表
が
勝
て
る
の
で
は

な
い
か
と
大
興
奮
で
し
た
。
結
果
は
惜
し
く
も
敗

れ
ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
戦
い
で
し
た
。
ロ
シ

ア
は
行
っ
て
み
る
ま
で
は
一
体
ど
ん
な
国
な
ん
だ

ろ
う
と
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
行
っ
て
み
て

び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
治
安
が
良
く
、
今
ま
で
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
一
番
安
全
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ド

イ
ツ
の
時
で
す
ら
ナ
イ
フ
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
り

し
た
こ
と
も
あ
り
、
行
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な

い
と
い
う
の
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
な
ん
と
！
偶
然
と
い
う
か
奇
跡
と
い

う
か
、
64
回

生
の
同
期
の

溝
渕
輝
明
君

に（
同
じ
現

地
ツ
ア
ー
で

し
た
！
）
偶

然
現
地
で
会

い
、
お
酒
を

酌
み
交
わ
す

こ
と
が
で
き
る
、
何
と
い
う
土
佐
校
の
絆
で
し
ょ

う
か
。
二
人
で
ロ
シ
ア
に
て
、
土
佐
校
と
高
知
の
素

晴
ら
し
さ
を
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。

　
　

関
西
支
部

舩
木
み
あ
さ（
65
回
生
）

　

年
に
一
度
、『
向
陽
』が
郵
便
受
け
に
入
る
。
待
ち

望
ん
で
い
る
訳
で
も
な
い
が
、
旧
く
か
ら
の
友
人

が
今
年
も
便
り
を
く
れ
た
よ
う
な
嬉
し
さ
が
あ
る
。

内
容
は
大
体
分
か
っ
て
い
て
急
い
で
読
む
必
要
も

な
く
、
受
け
取
っ
た
そ
の
時
々
の
自
分
の
気
ま
ぐ

れ
で
、
し
ば
ら
く
置
い
た
ま
ま
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。
し
か
し
、
如
何
な
る
扱
い
を
さ
れ
よ
う
と
も

毎
年
、
同
じ
時
期
に
送
ら
れ
て
く
る
の
が
こ
の
会

報
の
憎
い
と
こ
ろ
で
、
来
な
け
れ
ば
、
気
に
な
る
。

　

思
う
に
、『
向
陽
』
は
届
く
こ
と
自
体
に
意
味
が

あ
る
。
つ
ま
り
、
自
分
は
土
佐
と
い
う
学
校
に
所

属
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ

る
便（
よ
す
が
）
な
の
だ
。
来
年
も
届
く
と
い
う

ち
ょ
っ
と
し
た
安
心
感
を
添
え
て
。

　

土
佐
と
い
う
学
校
の
現
在
の
活
動
や
様
子
を
卒

業
生
に
伝
え
る
の
が
、
こ
の
会
報
の
主
な
目
的
な

の
だ
か
ら
、
さ
ら
り
と
報
告
に
目
を
通
せ
ば
良
い

は
ず
な
の
に
、
そ
う
も
い
か
な
い
。
朗
報
が
届
く

と
誇
り
に
思
い
、
我
が
手
柄
の
よ
う
で
晴
れ
晴
れ

し
い
。
時
に
は
、
何
と
か
な
ら
な
い
も
の
か
気
を

揉
む
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
に
は

あ
っ
た
が
。
か
つ
て
の
自
分
と
現
在
の
自
分
の
間

を
行
き
来
し
て
、
実
に
せ
わ
し
な
い
。

　
　

～
詮
方
な
い
～

　

揺
れ
動
く
感
性
で
可
能
性
を
模
索
し
た
十
代
に
、

土
佐
と
い
う
学
校
で
空
間
と
時
間
を
共
有
し
た
仲

間
の
集
ま
り
で
あ
る
同
窓
会
か
ら
の
発
信
が
届
く

の
だ
か
ら
。

　

私
は『
向
陽
』
に

励
ま
さ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
母
校
が

し
っ
か
り
し
て
い
て

有
難
い
。
こ
れ
か
ら

も
励
ま
さ
れ
る
に
違

い
な
い
が
、
い
つ
か

少
し
で
も
恩
返
し
が

出
来
れ
ば
と
思
う
。

　
「
Ｔ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
Ｎ
」

と
い
う
ホ
ー
ム
名
が
チ
ラ
リ
と
頭
を
よ
ぎ
る
。

　

先
輩
か
ら
後
輩
へ
、
こ
の
繋
が
り
を
大
切
に
し

よ
う
と
、
関
西
で
も
、
卒
業
生
が
年
に
一
度
総
会

を
持
つ
。
次
回
は
２
０
１
９
年
２
月
23
日（
土
）、

大
阪
城
が
真
正
面
に
見
え
る
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪

（
Ｊ
Ｒ
森
ノ
宮
駅
よ
り
徒
歩 

10
分
）
で
。
皆
さ
ん
、

是
非
、
一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
！

　
　

広
島
支
部　岩

田　
猛（
49
回
生
）

　

同
窓
生
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
広
島
支
部
会
員

の
岩
田
で
す
。
住
ま
い
は
愛
媛
県
松
山
市
で
す

が
、
色
々
な
縁
で
広
島
支
部
会
員
に
な
り
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
同
級
生
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
で
も

一
緒
だ
っ
た
広
島
支
部
役
員
の
門
田（
河
野
）
さ

ん
に
、
支
部
総
会
に
49
回
生
が
何
人
か
集
ま
る
の

で
、
広
島
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
と
の
お
誘
い
を

受
け
た
こ
と
で
し
た
。
松
山
と
広
島
は
高
速
艇
に

乗
れ
ば
１
時
間
の
距
離
で
近
い
で
す
。
広
島
支
部

は
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
方
々
で
す
が
、
土
佐
卒
業

生
と
い
う
こ
と
で
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
役
員
に

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
後
輩
の
大
谷
さ
ん
も
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
そ
の
後
も
誘
わ
れ
て
広
島
支
部
総

会
に
顔
を
出
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
い
つ
の
間
に
か

広
島
支
部
会
員
に
な
っ
て
い
た
印
象
で
す（
支
部
員

に
な
れ
た
事
を
喜
ん
で
い
ま
す
の
で
、
念
の
た
め
）。

　

今
回
、
広
島
支
部
便
り
の
原
稿
を
依
頼
さ
れ
た

の
は
、
小
村
校
長
先
生
と
同
級
生
だ
っ
た
こ
と
が

大
き
な
要
因
の
よ
う
で
す
。
小
村
校
長
先
生
と
は

土
佐
高
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
で
ダ
ブ
ル
ス
の
ペ
ア
を

組
ん
だ
間
柄
に
な
り
ま
す（
以
下
高
校
時
代
に
も

ど
っ
た
つ
も
り
小
村
君
と
書
か
せ
て
貰
い
ま
す
）。

小
村
君
は
中
学
校
で
は
野
球
を
し
て
お
り
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
は
高
校
か
ら
で
し
た
が
、
持
ち
前
の
熱
心

さ
で
メ
キ
メ
キ
腕
を
上
げ
て
、
中
学
校
時
代
か
ら

や
っ
て
い
た
メ
ン
バ
ー
の
実
力
に
追
い
つ
き
ま
し

た
。
高
校
２
年
の
時
に
山
形
で
あ
っ
た
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
出
場
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
団
体
戦
の
１

回
戦
で
は
愛
知
の
高
校
に
勝
利
し
た
こ
と
は
嬉
し

い
記
憶
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
小
村
君
が

大
学
卒
業
後
土
佐
の
先
生
に
な
り
、
実
に
ぴ
っ
た

り
の
職
に
つ
い
て
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

長
年
の
ご
苦
労
の
甲
斐
あ
っ
て
土
佐
の
校
長
先
生

に
な
ら
れ
た
こ
と
は
、
同
級
生
と
し
て
本
当
に
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
少
子
化
時
代
を
迎
え
、
優

秀
な
生
徒
確
保
や
、
立
派
な
進
学
実
績
の
維
持
な

ど
校
長
先
生
と
し
て
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、

持
ち
前
の
粘
り
強
さ
で
頑
張
っ
て
く
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

昔
の
思
い
出
話
が

主
に
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
広
島
支
部
は

み
ん
な
仲
が
良
く
、

ま
と
ま
っ
た
楽
し
い

支
部
で
す
。
校
歌
を

一
緒
に
歌
う
と
高
校

生
時
代
が
蘇
る
よ
う

な
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
広
島
支
部
総

現地（ボルゴグラード）で偶然
会った64回生の溝渕君（左）と

関西支部総会にて　筆者：真ん中

昨年 11月の広島支部総会
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会
に
あ
ま
り
参
加
さ
れ
て
な
い
方
や
、
他
支
部
の

方
々
も
是
非
お
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

香
川
支
部　

幹
事
長　

上
池　
裕（
50
回
生
）

　

同
窓
会
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
香
川
支
部
幹

事
長
の
上
池
で
す
。

　

今
年
の
第
23
回
香
川
支
部
総
会
は
、
７
月
７
日

の
七
夕
の
日
に
例
年
通
り
Ｊ
Ｒ
高
松
駅
前
の
高
松

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
西
日
本

の
大
雨
の
影
響
に
よ
り
、
開
催
を
危
ぶ
む
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
が
、
お
酒
好
き
の
皆
様
の
強
い
意
見

で
決
行
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
ご
来
賓
と
し

て
は
、
残
念
な
が
ら
小
村
学
校
長
を
は
じ
め
多
く

の
方
々
が
欠
席
と
な
り
、
関
東
支
部
の
浦
田
事
務

局
次
長
と
徳
島
支
部
の
山
本
幹
事
長
の
お
二
人
の

み
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
中
で
は
、
大
先
輩
の
三
澤
先
輩（
19
回

生
）
か
ら
土
佐
中
学
校
時
代
の
向
陽
寮
の
思
い
出

話
を
御
披
露
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
平
成
29
年

度
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
さ
れ

た
土
田
先
輩（
32
回
生
）
へ
の
花
束
贈
呈
も
あ
り

ま
し
た
。
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
雨
の
上
が
っ

た
瀬
戸
内
海
の
島
々
と
屋
島
の
景
色
を
眺
め
な
が

ら
、
年
に
一
度
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
最
後
は
い
つ
も
の
よ
う
に
、
肩

を
組
ん
で
の
校
歌
斉
唱
、
大
黒
支
部
長
に
よ
る
応

援
エ
ー
ル
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
最
近
香
川
県
で
も
四
国
新
幹
線
の
話
題

を
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
香
川
県
は
四

国
新
幹
線
の
入
り
口
で
あ
る
瀬
戸
大
橋（
既
に
新

幹
線
対
応
と
な
っ
て
い
る
）
が
あ
り
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
講
演
会
が
た
び
た
び
開
か
れ
て
い
ま
す
。

先
日
講
演
会
で
聞
い
た
内
容
を
簡
単
に
ご
紹
介

し
ま
す
。
完
成
す
れ
ば
、
高
知
・
新
大
阪
間
が
約

１
時
間
30
分
、
高
知
・
高
松
間
が
36
分
で
結
ば
れ
、

圧
倒
的
な
時
間
短
縮
効
果
が
期
待
で
き
、
四
国
の

４
県
都
が
通
勤
圏
内
と
な
り
ま
す
。
四
国
よ
り
も

沿
線
人
口
の
少
な
い
地
域
で
も
既
に
新
幹
線
が
建

設
さ
れ
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
発
展
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
新
幹
線
の
工
事
は
、
Ｊ
Ｒ
で
は
な

く
国
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
地
域

の
熱
意
、
盛
り
上
が
り
が
建
設
順
位
に
大
き
く
影

響
す
る
そ
う
で
す
。
相
当
先
の
話
で
は
あ
り
ま
す

が
、
孫
・
子
の
世
代
の
た
め
に
も
、
将
来
の
道
筋

を
つ
け
て
お
き
た
い
も

の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
３
年
に
１
回

の「
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
」
が
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。
ぜ
ひ「
う
ど

ん
県
」「
ア
ー
ト
県
」

香
川
に
お
越
し
下
さ
い
。

　
　

徳
島
支
部

濵
田　
太（
53
回
生
）

　

平
成
30
年
９
月
16
日
は
気
温
30
度
、
土
佐
中
・

高
等
学
校
同
窓
会
徳
島
支
部
第
２
回
総
会
に
出
席

す
る
た
め
、
徳
島
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
に
向
か
っ

た
。
数
分
歩
く
だ
け
で
汗
に
浮
く
と
い
う
酷
暑
の

中
や
っ
て
き
た
の
は
、
こ
の
４
月
徳
島
大
学
入
学

式
の
式
次
第
に
同
級
生
の
名
前
を
見
つ
け
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

　

会
場
で
は
、
徳
島
支
部
会
計
監
査
で
式
次
第
に

あ
っ
た
東
端
君（
53
Ｏ
）
に
早
速
挨
拶
を
す
る
。
県

の
企
業
局
の
ト
ッ
プ
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
数

日
前
に
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
応

対
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
関
東
支
部
幹
事
長
の
市

川
君（
53
Ｏ
）
も
い

て
、
彼
と
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

つ
な
が
り
で
日
頃
の

活
躍
ぶ
り
は
知
っ
て

い
た
が
、
今
夜
も
、

羽
田
経
由
の
深
夜
便

で
ベ
ト
ナ
ム
に
向
か

い
、
現
地
法
律
事
務

所
開
設
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席
す
る
と
か
、
土
佐

校
卒
業
時
に
は
、
海
外
と
の
関
係
な
ど
思
い
も
よ

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て

い
る
現
実
を
思
う
。
関
東
支
部
副
幹
事
長
の
澤
田

君（
53
Ｔ
）
と
は
、
ほ
と
ん
ど
初
対
面
の
気
分
で

あ
る
が
、
同
じ
土
佐
高
の
匂
い
が
し
て
安
心
す
る
。

味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
勤
務
で
、
ほ
と
ん
ど
の
大
型

イ
ベ
ン
ト
を
ロ
ジ
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
見
聞
き

し
て
い
る
の
が
う
ら
や
ま
し
い
。
と
い
う
よ
う
に
、

53
回
生
４
人
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
。

　

岡
松
教
頭
先
生（
51
回
生
）
の
ご
挨
拶
に
、
土
佐

校
は
今
、
国
際
交
流
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
Ｈ
Ｐ
を
み
る
と
そ
の
内
容
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
５
つ
の
国
立
大
学
の
国
際
課
を
渡
り
歩

い
て
い
る
が
、
土
佐
校
ほ
ど
教
職
員
・
生
徒
の
国

際
化
に
予
算
を
投
じ
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
も
兼
ね
備
え
た
考
え
行
動
が
で

き
る
土
佐
校
生
が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

　

32
名
の
土
佐
校
生
が
集
い
、
最
後
に
は
校
歌
向

陽
の
空
を
歌
い
総
会
は
盛
会
の
う
ち
に
お
開
き
と

な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
徳
島
支
部
顧
問
の
植
田
先

輩（
52
回
生
）
の
ご
案
内
で
の
２
次
会
、
徳
島
支
部

長
の
吉
岡
先
輩（
50
回
生
）
の
ご
案
内
で
３
次
会
と

大
盛
り
上
が
り
。
個
人
的
に
は
小
学
校
の
同
級
生

の
旦
那
が
上
田
先
輩（
48
回
生
）
だ
と
い
う
こ
と
が

３
次
会
で
判
明
し
て
び
っ
く
り
と
い
う
、
サ
プ
ラ

イ
ズ
も
あ
り
の
総
会
で
あ
っ
た
。
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（TEL）03-5223-7719　（FAX）03-5223-7619　（E-mail）naosuke.ichikawa@mhmjapan.com （HP）http=//www.tosako-kanto.org/
（E-mai）kininomiya@ykh.chiyoda.co.jp / ninomiya@iris.ocn.ne.jp
同窓会東海支部　事務局長　瀨沼憲司　〒455-0064　名古屋市港区本宮町6-7-5 フォレスト本宮201
（TEL）052-837-5834　（FAX）ナシ　（E-mail）knzss@kza.biglobe.ne.jp　（HP）http=//tosakotokai.web.infoseek.co.jp/
同窓会関西支部　事務局長　藤原由親　〒541-0046　大阪市中央区平野町1丁目7番1号 堺筋高橋ビル6Ｆ 税理士法人アクセス　気付
（TEL）080-9166-2400　（FAX）06-6110-5419　（E-mail）y-fujiwara@act-cess.jp　
同窓会広島支部　事務局長　大谷準一　〒734-0007　広島県広島市南区皆実町6-3-26-902
（TEL）082-253-5759　（FAX）082-254-7523　（E-mail）spat56z9@vesta.ocn.ne.jp　（HP）http=//www.geocities.jp/hiroshimashibu/
同窓会香川支部　事務局長　野村喜久（担当=福原俊介）　〒760-8573　高松市丸の内2番5号 四国電力(株)
（TEL）090-7780-3722　（FAX）ナシ　（E-mail）fukuhara14443@yonden.co.jp
同窓会徳島支部　事務局長　菊池 義倫（担当＝中越健士郎）   〒770-0841徳島市八百屋町3丁目10-2 四国銀行徳島営業部
（TEL）088-622-4141　（FAX）088-623-6676   (E-mail) nk082147@icloud.com

母
校
／
同
窓
会
本
部
／
各
支
部

香川支部総会　筆者：前列右

第２回徳島支部総会にて　筆者：左


